
今朝は全校集会を行いまし

た。全校集会は毎月第２・第

４日曜日の朝行うことにして

います。今朝は「一日一日を

大切に過ごしてほしい」と思

い、次のような内容の話をし

ました。

明日で２月も終わり、すぐ

に３月がやってきます。３月

は「別れ」の季節とも言われ

ます。学校では卒業式があり、

卒業以外にもいろいろな別れ

があります。日本に帰国する

人もいるでしょう。そういう

友達との別れや出会いが多い

のが、日本人学校の特色でも

あります。

皆さんは「一期一会」とい

う言葉を聞いたことがありま

すか。これは茶道の相手をも

てなす時の心からできた言葉

です。毎日学校では、友達と

楽しく過ごしていると思いま

すが、今のままずっと一緒に

過ごすことができるわけでは

ありません。別れの時期や次

に会えるかどうかも分からず、

場合によっては二度と会えな

いかもしれません。だからこ

そ毎日を大切に過ごしてほし

いと思います。友達との別れ

はつらくても、より多くの別

れや出会いを経験した人の方

が、きっと心の優しい人にな

れるのだと思います。日本人

学校はこの「出会い」と「別

れ」が多い学校です。特にこ

れからの季節、皆さんはその

ことを忘れず、友達との時間

も大切に一日一日をしっかり

と頑張って過ごしてください。

一日一日を大切に過ごすと

いうことは、どこで生活して

いても、同じように大事にし

なければならないことだと思

います。まして海外での生活

ということを考えると、一層

重要なことなのではないでしょ

うか。日本では経験できない

ことを日々積み重ねていける

わけですから、何となく過ご

すのはとてももったいないこ

とだと思います。

３月はそれぞれの学年の、

この１年間のまとめをする大

切なときです。だからこそ、

毎日を大切にしようと思う気

持ちを、誰もに持って生活し

てほしいと思います。
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自主的な「委員会活動」

音楽発表の練習風景です

先日お知らせした「Japan Music Week」の和太鼓公演を聴い

ていて、和楽器から流れる音というのは、本当に良いものだと

改めて感じました。太鼓の音は、本当に体の中に響いてくるよ

うでしたし、１本の尺八であんなに繊細で力強い演奏ができる

とは思ってもいませんでした。尺八には前面に４つ背面に１つ

しか穴がありません。その穴を順番に開けていくだけですが、

吹き込む息や穴のふさぎ方を調整することでいろいろな音が出

せるということを初めて知りました。あれほど古典的な楽器で、

現代的なリズムの演奏ができることにも驚きを感じました。

太鼓や笛というの

は、やはり日本人が

聞き慣れた音なので、

聞いているだけで何

となくわくわくして

きます。子ども達に

も、日本文化の一つ

でもある和楽器にぜ

ひ触れさせたいと思

いました。

和太鼓（太鼓・尺八）の素晴らしさ



今週の体育の時間は、今年

度２回目となる｢スポーツ測定｣

を行っています。通常日本の

学校では、毎年１回第１学期

の間に行われています。年間

を通じて暑いこの国では、十

分な運動機会を確保すること

が難しいので、子ども達の体

力の実態を把握しておくこと

は非常に重要なことだと考え、

昨年から年２回のスポーツ測

定を行っています。

体力・運動能力調査の歴史

は古く、東京オリンピック後

に始まりました。途中一部測

定種目の改変がありましたが、

現在まで継続して行われてい

ます。その過程で、昭和６０

年頃までは体力の増加傾向が

見られていましたが、その後

特に子ども達の体力は全体的

に低下傾向に転じ、最近下げ

止まりの傾向は見られるもの

の、長期に低迷しているとい

うことが問題となり、様々な

議論を呼び起こしました。

体育や学校で指導する主要

な目的は、体力向上だけでは

なく、生涯にわたって健やか

で豊かな生活を送る上で、運

動やスポーツを生活の中で楽

しむための習慣や方法を、学

校にいるときに獲得させるこ

とです。しかしこういう国で

は、あまりの自然条件の厳し

さから、体力向上そのものを

目的とすることも必要だと考

えています。

平成２０年度に全国の小学

校５年生と中学校２年生の全

員が調査・報告の対象になっ

たのは、子ども達の体力の状

況に深刻な問題があることを、

広く子ども自身と保護者にも

知らせる必要と、その効果が

あるからだと言われています。

幸いドーハ日本人学校の子

ども達は、体を動かすことが

大好きです。休み時間になる

とサッカー･ドッジボール･鬼

ごっこ等々、思いきり遊んで

います。遊びの種類が限られ

ているとは言え、児童生徒数

の増加とともに、その点でも

徐々に改善されてきています。

子ども達自身が自分の体の

ことに関心を持ち、積極的に

体を動かしたり健康管理に気

をつけたりできるようになれ

ば、これはとても素晴らしい

ことです。そして運動やスポー

ツに親しむことが習慣として

身についていけば、健やかで

豊かな生活につなげて

いけるのだと思います。
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真剣に取り組む「反復横跳び」

｢長座体前屈｣の測定風景

シャープ株式会社から、同社の社会貢献事業の一環として｢空

気清浄機(イオン発生機)｣を寄贈していただきました。すでに近

隣のドバイ日本人学校・アブダビ日本人学校にも寄贈されてい

るとのことでした。今回寄贈された空気清浄機は、様々な浮遊

ウィルスやカビなどを分解し、空気を浄化する機能があるもの

だそうです。

シャープの担当者の方は、「海外での生活では、日本以上に

インフルエンザや風邪は気になるものです。日頃お世話になっ

ている在留邦人の皆様に快適な空気を創造するとともに、イン

フルエンザ等予防の一助にな

ればと考え、無償提供させて

いただきたい。」と話してお

られました。

こうした環境面でもさらに

充実してきました。感謝の気

持ちを忘れず、大切に利用さ

せていただきたいと思います。

シャ－プから｢空気清浄機｣の寄贈を受けました



図書室のドアを開けると、

真新しい畳からイ草の香りが

漂ってきます。中部電力会長

の三田様が畳を寄贈してくだ

さり、図書室の一角に畳のコー

ナーができました。

実は以前に私が勤めていた

学校で、図書室に畳のコーナー

をつくったらとても好評だっ

たこと、図書室を学校で一番

居心地の良い部屋にしたいこ

と等を三田会長にお話したこ

とがありました。それでは子

ども達のために、畳をプレゼ

ントしましょうということに

なり、昨日の放課後贈呈式を

行いました

三田会長がドーハ日本人学

校を訪問されるのは、今回で

４回目になります。毎回子ど

も達にプレゼントを届けてく

ださっています。これまでに

も、本当にたくさんの図書を

寄贈してくださっています。

三田会長は大変優しくお話

も上手で、子ども達はいつも

以上に真剣に三田会長のお話

に耳を傾けていました。その

中で｢この国で一生懸命生活す

る。いろいろなことに一生懸

命頑張っていれば、大人になっ

て、私のような年になっても

良い思い出として心に残るも

のです｡」とおっしゃいました。

これは私にとっても大変心に

しみるお話でした。

贈呈式後、子ども達はお礼

の気持ちを込めて「よさこい

ソーラン」を披露しました。

最後の記念撮影もみんな笑顔

があふれていました。多忙な

日程の中、いつも子ども達の

ことを考えてくださりありが

とうございます。三田様のご

厚意に心から感謝し、大切に

使わせていただきます。
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今朝の朝読書は畳が大人気
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